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催
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組
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 近
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バ
ラ
セ
メ
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協
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近
畿
生
コ
ン
輸
送
協
同
組
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近
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コ
ン
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圧
送
協
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組
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大
阪
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コ
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経
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関
西
生
コ
ン
関
連
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組
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連
合
会

い
ま
、た
ち
あ
が
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大
阪
地
区
の
生
コ
ン
業
界
は
、
関
係
労
働
組

合
と
の
協
力
の
も
と
、
昨
年
７
月
１
５
日
大
阪

広
域
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
に
阪
神
協
組
、

大
阪
レ
デ
ィ
ー
ス
協
組
と
ア
ウ
ト
数
社
が
大
同

団
結
を
は
か
り
、
過
当
競
争
を
排
し
共
同
受
注
・

共
同
販
売
・
値
戻
し
へ
と
へ
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
労
働
組
合
と
距
離
を

お
く
」
と
し
た
緊
張
関
係
を
解
消
し
、
労
務
窓

口
で
あ
る
大
阪
兵
庫
生
コ
ン
経
営
者
会
へ
の
結

集
を
図
り
、
労
働
組
合
と
の
約
束
を
履
行
す
る

こ
と
を
約
し
て
、
労
使
の
共
同
闘
争
に
よ
っ
て

業
界
の
危
機
打
開
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
大
阪
広
域
生
コ
ン
協
同
組
合
は
、「
労

働
組
合
と
の
協
力
関
係
を
維
持
す
る
」
と
の
明

確
な
姿
勢
を
対
外
的
に
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
、
中
小
の
専
業
社
を
協
同
組

合
に
縛
り
付
け
て
お
い
て
、
値
戻
し
・
再
建
を

回
避
し
ゼ
ネ
コ
ン
や
商
社
か
ら
の
値
下
げ
に
応

じ
る
と
い
う
、
背
信
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
い
わ
ば
縛
っ
て
叩
く
と
い
う
専
業
社
潰
し

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
立
っ
て
闘
う
以
外

に
専
業
社
の
生
き
残
る
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
原
因
は
、
セ
メ
ン
ト
支
配
か
ら
脱
却
で

き
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
過
去
、
１
９
７
９
年
に
労
使
が
協
力
関
係
を

打
ち
出
し
た
こ
と
で
値
戻
し
が
成
功
。
さ
ら
に
、

今
の
大
阪
広
域
協
組
も
１
９
９
４
年
に
初
代
松

本
理
事
長
が
「
こ
れ
か
ら
は
お
願
い
で
は
な
く

闘
い
だ
」
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
労
使
が

協
力
の
も
と
に
値
戻
し
が
成
功
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
歴
史
的
教
訓
を
い
か
さ
ず
し
て
大
阪
地

区
の
再
建
は
不
可
能
で
す
。

　
現
在
、
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
は
、
ゼ
ネ
コ
ン

や
販
売
店
の
圧
力
に
屈
し
、
大
同
団
結
に
非
協

力
的
態
度
を
と
り
、
直
系
工
場
の
「
経
営
者
会
」

加
入
を
拒
否
し
た
り
、
集
団
交
渉
へ
の
不
参
加

の
態
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
小
企

業
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
打
開
し
、
真
に
中
小
企

業
に
よ
る
中
小
企
業
の
た
め
の
協
同
組
合
作
り

を
前
進
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
大
阪
地
区
の
生
コ
ン

業
界
再
建
の
道
で
す
。

　
そ
し
て
、
２
０
１
５
年
９
月
１
９
日
の
参
議

院
で
「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
」（
戦
争
法
）
が

強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
争
法
が
発
動
さ
れ
れ
ば
、
日
本
は
海

外
で
戦
争
が
で
き
る
国
と
な
り
、
自
衛
隊
員
は

海
外
で
殺
し
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
武
力
紛

争
の
当
事
者
と
な
り
ま
す
。

　
平
和
を
な
く
し
て
事
業
活
動
は
成
り
立
た
な

い
の
は
歴
史
的
事
実
で
す
。

　
生
コ
ン
業
界
関
連
団
体
と
関
係
労
働
組
合
は
、

数
の
力
で
踏
み
に
じ
っ
た
戦
争
法
の
採
決
は
、

主
権
在
民
と
民
主
主
義
を
壊
す
暴
挙
で
あ
る
こ

と
を
表
明
し
、
全
国
の
人
々
と
連
携
し
戦
争
法

廃
止
を
め
ざ
す
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
こ
の
様
な
観
点
か
ら
、
近
畿
２
府
４
県
の
生

コ
ン
関
連
業
者
及
び
労
働
者
の
積
極
的
な
参
加

を
強
く
訴
え
ま
す
。

い
ま
、た
ち
あ
が
れ！
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げ

過
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サ
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げ

過
剰
サ
ー
ビ
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で
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げ

大
同
団
結
は
闘
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

目
的
は
達
成
で
き
る
の
で
あ
る
！

【
座
し
て
死
を
待
つ
か
立
っ
て
闘
う
か
！
】

【
お
願
い
で
の
値
戻
し
は
不
可
能
！
】

【
戦
争
で
は
事
業
活
動
が
で
き
な
い
！
】
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